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令和３年(２０２１年)３月２５日発行 

地域ニ ュ ー ス 

４月号 

ごう 

 

 

月号 

第３５９号 

 

みんなでつくろう緑の江古田 

江古田地区には、４町会と１自治会が

あり、生活環境の向上を目指して様々

な活動を行っています。町会・自治会は

自分たちの生活に直結しています。 

安全・安心 
防犯パトロールや地

域の見守り、災害に

強いまちづくりの為

に防災訓練実施など 

美 化 
資源ごみの回収や

ごみ集積所の管理、

集団回収による資

源の有効利用 

人のつながり 
季節毎の行事やお祭り

子ども会などの支援、

小中学校との連携、敬

老行事などを通して 

地域住民の交流 

情報提供 
回覧板・掲示板など

による、地域や行政

などの情報提供 

町会会館･自治会集会所 

 江古田住宅 
自治会 

町会･自治会はこんな事をしています 
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 松
が
丘
片
山
町
会 

町
会
長 

山
田 

晃 

主
な
地
域
：
松
が
丘
１
、
２
丁
目 

🏡
町
会
会
館 
松
が
丘
２-

27-

１ 

（
北
野
神
社
境
内
） 

            

江
古
田
一
丁
目
町
会 

町
会
長 

松
井
俊
一 

主
な
地
域
：
江
古
田
１
丁
目 

一
部 

江
原
町
１
丁
目
、
松
が
丘

１
丁
目
、
松
が
丘
２
丁
目
を
含
む 

🏡
町
会
会
館 

江
古
田
１-

33-

５ 

         

江
原
町
町
会 

町
会
長 

堀
野
直
一 

主
な
地
域
：
江
原
町
１
、
２
、
３

丁
目 

🏡
町
会
会
館 

江
原
町
１-

44-

２ 

（
須
賀
神
社
境
内
） 

 

     

   

旭
公
民
館
町
会 

町
会
長 

斉
藤
金
造 

主
な
地
域
：
江
古
田
２
、
３
丁
目 

 

一
部 

江
原
町
１
丁
目
、
江
古
田

１
丁
目
、
松
が
丘
２
丁
目
を
含
む 

🏡
旭
公
民
館 

江
古
田
２-

12-

19 

  

 
 

    
 

  

 
 

 

江
古
田
住
宅
自
治
会 

自
治
会
長 

米
良
紘
一
郎 

地
域
：
江
原
町
１
丁
目 

🏡
自
治
会
集
会
所   

江
原
町
１-

35 

 

         

中
野
区 

お
知
ら
せ
板 

区
役
所
な
ど
の
行
政
機
関
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
。 

 
 

   

 http://egota01.com/ 

引
っ
越
し
て
き
て
近
く
に
ご
み
集

積
所
が
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
町
会

長
に
相
談
し
、
行
政
に
も
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
無
事
に
解
決
し
ま
し
た
。 

今
で
は
、
地
域
に
知
り
合
い
も
増

え
、
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
美
化
活

動
に
も
参
加
し
て
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。  

K
さ
ん 

地
域
の
み
な
さ
ん
の
声 

体
験
し
た
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い

! 

 

お
隣
の
一
人
暮
ら
し
の
お
婆
ち
ゃ

ん
が
、
夕
食
の
宅
配
を
と
っ
て
い
た

が
、
あ
る
日
の
翌
朝
に
な
っ
て
も
玄

関
に
お
弁
当
が
置
き
っ
ぱ
な
し
に
な

っ
て
い
た
。
チ
ャ
イ
ム
を
押
し
て
も

応
答
が
な
く
て
、
ご
近
所
さ
ん
な
ど

に
相
談
し
訪
問
介
護
の
方
に
連
絡
し

た
ら
、
家
の
中
で
倒
れ
て
い
て
病
院

へ
搬
送
さ
れ
無
事
助
か
り
ま
し
た
。 

明
日
は
我
が
身
か
も
・
・
・
遠
い

親
族
よ
り
ご
近
所
さ
ん
を
大
切
に
し

た
い
と
、
玄
関
先
な
ど
で
顔
を
あ
わ 

せ
た
際
は
挨
拶
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 

A
さ
ん 

←町会掲示板 22ヶ所 

←町会掲示板 46ヶ所 

←町会掲示板 15ヶ所 

←町会掲示板 9ヶ所 

←自治会掲示板 38ヶ所 
江古田地区「お知らせ板」 

37 ヶ所 

https://mk-choukai.cloud-line.com/ 

掲
示
板
を
見
て
、
親
子
で
防
災
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
も

震
災
を
経
験
し
て
お
り
、
い
つ
起
こ

る
か
も
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
体
験
で
き

て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
M
さ
ん 

 ●地域防災会 
  地域住民の皆さんで構成する自主的な防災組織で、主に町会や自
治会などを単位とする組織です。災害に備えて防災訓練などを行っ
ています。地域の防災訓練などには積極的に参加しましょう。 

 

●避難所 災害時の救援・救護活動の拠点 

  避難所では、被災者の収容、負傷者の救護、安否確認などの情報 
収集・提供、被災者への物資の配付、給水、給食などを行います。 

 

●広域避難場所 地震などによる火災が延焼拡大して、 

地域全体が危険になった時に避難する場所 

火災の拡大などにより地域にいることが危険になった時は、広域 
避難場所に区職員・警察官や地域防災会のリーダーなどの誘導によ

り避難します。 

江古田地域避難所･広域避難場所一覧表 

地域防災会 避難所 広域避難場所 

江原町防災会 
江原小学校 

江古田の森公園一帯 江古田住宅自治会地域防災会 

旭公民館防災会 江古田小学校 

江古田一丁目地域防災会 第七中学校 

哲学堂公園一帯 松が丘片山町会防災会 
令和小学校 

パシフィック中野防災会 

【避難所などに関するお問合せ】中野区 危機管理課 災害対策係☎3228-8933 

町
会
・
自
治
会
に
対
し
て
の
ご
意

見
や
ご
質
問
、
加
入
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー
窓
口
へ
。 

☎
（
３
９
５
４
）
６
８
１
１ 

ま
た
は
、
中
野
区
地
域
活
動
推
進
課

☎
（
３
２
２
８
）
８
９
２
１ 
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 新
江
古
田
今
昔
（
三
十
二
回
） 

   ま
ち
の
歴
史
再
発
見 

 

合
戦
の
証
し 

い
ま
は
亡
き
豊
島
塚 

 
 

文
明
九
年
（
一
四
七
七
年
）、
太
田

道
灌
と
豊
島
氏
が
戦
っ
た
。
「
江
古

田
原
沼
袋
合
戦
」
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
、
江
古
田
、
沼
袋
一
帯
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
有
名
な
戦
い

で
す
。 

こ
の
追
撃
戦
で
、
太
田
勢
が
豊
島

勢
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
、
豊
島
氏

に
代
わ
り
武
蔵
野
支
配
を
確
立
す

る
に
至
っ
た
の
で
す
が
、
郷
土
史
家

に
よ
る
と
、
豊
島
勢
が
最
後
の
抵
抗

を
し
、
敗
走
し
た
地
が
、
籠
原
（
現

在
の
丸
山
一
丁
目
）
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
と
き
の
戦
死
者
を
埋

め
た
塚
を
総
じ
て
「
豊
島
塚
」
と
い

い
ま
す
が
、
丸
山
地
域
周
辺
に
は

「
大
塚
」「
蛇
塚
」
と
呼
ば
れ
る
豊
島

塚
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
大
塚
」
は
丸
山
一
丁
目
に
接
す

る
野
方
六
丁
目
付
近
に
あ
り
、
当
時

は
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
を
持

つ
大
き
な
塚
で
し
た
。 

太
田
道
灌
が
討
ち
取
っ
た
敵
の

首
実
検
を
し
た
と
言
い
伝
え
か
ら

「
首
塚
」
と
か
、
狐
（
き
つ
ね
）
が

住
み
着
い
て
い
た
こ
と
か
ら
「
狐
塚
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
ご
ろ
、

狐
退
治
の
た
め
に
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
丸
山
一
丁
目
に
あ
っ
た

「
蛇
塚
」
も
、
昭
和
十
年
の
区
画
整

理
に
よ
る
道
路
工
事
に
よ
っ
て
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
の

塚
も
、
現
在
は
跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
壊
し
た
際
に
は
、
人
骨
や
刀
剣

な
ど
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
そ
う

で
、
当
時
の
壮
絶
な
合
戦
の
様
子
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。 

 な
か
の
区
報 

平
成
十
年
十
一
月
十
五
日
号
よ
り
抜
粋 

 お
経
塚
（
江
古
田
二
❘
一
四
） 

大
正
時
代
ま
で
は
、
人
の
背
丈
ほ

ど
の
塚
で
し
た
が
、
道
路
工
事
の
関

係
で
現
在
は
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
さ
い
に
、
経
筒
と
人
骨
が
出
土
し

た
こ
と
に
よ
り
「
お
経
塚
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
「
古
塚
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
東
福
寺
の
火
災
に
よ
り
経

文
な
ど
を
埋
め
た
塚
と
か
江
古
田

原
沼
袋
合
戦
の
戦
死
者
を
埋
葬
し

た
「
豊
島
塚
」
で
あ
る
と
い
う
話
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
福

寺
の
土
地
だ
っ
た
こ
と
と
、
経
筒
・

人
骨
が
出
土
し
た
こ
と
を
合
わ
せ

た
、
大
正
時
代
以
降
の
解
釈
と
思
わ

れ
ま
す
。
塚
の
上
に
は
江
古
田
村
念

仏
講
中
に
よ
る
元
文
三
年
（
一
七
三

八
）
の
地
蔵
菩
薩
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。 

中
野
区
の
史
蹟 

平
成
六
年
三
月
一
八
日
発
行
よ
り
抜
粋 

     

【
会
議
】（
開
催
済
み
） 

役
員
会
、
町
会
長
会
議 

３
月
１２
日 

広
報
部
会 

２
月
１２
、
２５
日 

事
業
部
会 

３
月
１８
日 

【
事
業
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
を
願
っ
た
「
千
羽
鶴
」
３
月
１８ 

日
で
展
示
を
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

２
月
よ
り
開
催
中
。 

  

《
一
般
の
部
》 

 

最
優
秀
賞
「
モ
ザ
イ
ク
の
公
園
」 

小
宮
山
隆
志
さ
ん 

       

《
こ
ど
も
の
部
》 

優
秀
賞
「
き
れ
い
な
河
津
桜
」 

飯
塚
智
彦
さ
ん 

        

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

作
品
は
、
４
月
１３
日
ま
で
、
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。 

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

    

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
が

い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
参

加
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
毎
月
１

回
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
講
師
】
小
原
文
男
氏 

（
中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
） 

【
日
時
】
４
月
１０
日
（
土
）、
５
月

８
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時 

【
場
所
】
１
階
レ
ク
ホ
ー
ル 

【
定
員
】
２５
名 

先
着
順 

【
問
合
せ
先
】
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
☎
本
誌
１
面 

  

感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
感
染
さ
れ
た

方
々
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、

支
え
て
く
れ
る
方
々
に
差
別
や
偏

見
の
な
い
優
し
い
地
域
に
し
て
い

き
た
い
と
い
う
想
い
を
江
古
田
地

域
で
共
有
し
た
い
と
考
え
、「
シ
ト

ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

賛
同
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

 

愛
媛
県
の
有
志
が
始
め
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
に
広
が
り
、

地
域
・
家
庭
・
職
場(

学
校)

を
表
す

三
つ
の
輪
の
柑
橘
色
の
リ
ボ
ン
で

温
か
い
心
の
つ
な
が
り
を
表
現
し

て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
も
早
一
年
、
誰
が
い

つ
感
染
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
医
療
従

事
者
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
皆
様
に
感
謝
と
エ
ー
ル
の
気

持
ち
を
、
そ
し
て
感
染
さ
れ
た
方

が
「
た
だ
い
ま
」
と
安
心
し
て
日
常

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
「
お
か
え

り
」
と
迎
え
る
気
持
ち
を
地
域
全

体
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

運
営
委
員
会 

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
！ 

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

活

動

報

告 

ボ

ッ

チ

ャ

教

室 

from江古田区民活動センター運営委員会 

第
３
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

＠
Ｅ
ｇ
ｏ
ｔ
ａ 

結
果
発
表 

 

 「ただいま」「おかえり」「ありがとう」 

って言いあえる 私たちのまち江古田 

 

も

よ

お

し

案

内 
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編

集

後

記

 
 

３
月
７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
緊
急
事
態
宣
言
が
再
延
長
さ

れ
ま
し
た
。
春
の
行
事
の
多
い
こ
の

時
期
で
す
が
、
引
き
続
き
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
、
再
々
延
長
に
な
ら

な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

一
年
も
続
く
自
粛
・
巣
篭
も
り
生

活
で
心
身
に
不
調
を
感
じ
て
い
る

方
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
さ
に

前
号
で
特
集
し
た
フ
レ
イ
ル
で
す
。

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
も
う
一

度
前
号
を
見
直
し
て
フ
レ
イ
ル
の

予
防
と
改
善
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
今
号
で
は
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
町
会･

自

治
会
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
我
が
町
会
を
確
認
し

て
、
そ
の
活
動
に
協
力
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

〔
青
山 

記
〕 

  

 

■
星
空
観
察
会 

【
内
容
】
星
空
案
内
人
の
解
説
に

よ
る
天
体
観
測
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
「
月
と
北
斗
七
星
」
パ
ソ
コ
ン

投
影
に
よ
り
画
面
越
し
で
観
察
す

る
ほ
か
、
天
体
や
星
座
に
ま
つ
わ

る
楽
し
い
お
話
も
紹
介
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
２４
日
（
土
） 

午
後
６
時
４５
分
～
８
時
半 

（
予
定
） 

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園 

【
定
員
】
30
名  

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も 

【
参
加
費
】
大
人
（
中
学
生
以
上
）

７
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円
、

未
就
学
児
無
料 

 

■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室 

【
内
容
】
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。 

【
日
時
】
４
月
１４
日
（
水
） 

午
前
９
時
～
10
時
半 

毎
月
第
２
水
曜
日 

【
場
所
】
哲
学
堂
野
球
場 

哲
学
堂
公
園 

【
定
員
】
20
名 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回 

ポ
ー
ル
持
参
の
方
は
９
０
０
円
／
回 

 

■
健
康
体
操
教
室 

【
内
容
】
毎
日
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
軽
体
操
の
教
室
。 

【
日
時
】
４
月
５
日
、
１９
日
（
月
）

午
前
９
時
～
10
時
半 

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
15
名 

【
対
象
者
】
主
に
高
齢
者
の
方 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回 

 
■
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト 

【
内
容
】
産
後
マ
マ
対
象
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
教
室
。 

【
日
時
】
４
月
５
日
、
１9
日
（
月
）

午
前
11
時
～
正
午 

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
15
名 

【
対
象
者
】
産
後
マ
マ 

【
参
加
費
】
８
０
０
円
／
回 

 

■
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
き
矢

体
験
教
室 

【
内
容
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」
の
教
室 

【
日
時
】
４
月
24
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
11
時
半 

毎
月
第
４
土
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
20
名 

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上
の
方 

【
参
加
費
】
１
５
０
０
円
（
２
回

目
以
降
１
２
０
０
円
） 

※
小
・
中
学
生
７
０
０
円
／
回 

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
） 

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５ 

   

「
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
火
曜
日
か 

ら
金
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
午
前 

11
時
１５
分
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

（
祝
祭
日
を
除
く
） 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
で
は
、

仲
間
と
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
む

お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
、
子
育
て

仲
間
づ
く
り
支
援
事
業
「
み
ず
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

体
操
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
、
子

育
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
親
子

で
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。 

参
加
費
不
要
、
い
つ
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。 

「
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
は
、
４
月

１３
日
火
曜
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。 

 

※
詳
し
く
は
、
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ

い
の
家
の
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

 

６０
歳
以
上
の
区
民
の
方 

 
 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

①
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

４
月
２７
日
、
５
月
２５
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

②
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

４
月
１６
日
、
５
月
２１
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５ 

③
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

４
月
２２
日
、
５
月
２７
日 

毎
月
第
４
木
曜
日 

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１ 

参
加
費 

９
０
０
円 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
（
37

度
以
下
）
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

マ
ス
ク
着
用
、
タ
オ
ル
（
ま
た

は
て
ぬ
ぐ
い
）
２
本
と
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
事
前
予
約
受
付
無
し
、
予
約
受

付
は
、
①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場

へ
、
電
話
の
み
受
付
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

③
当
日
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、 

９
時
半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分 

    

 

６
月
利
用
分 

４
月
１９
日
（
月
） 

７
月
利
用
分 

５
月
１７
日
（
月
） 

地
元
団
体 

９
時
か
ら 

一
般
団
体 

10
時
30
分
か
ら 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

も

よ

お

し

案

内 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

哲

学

堂

公

園 

「
「 

マ

ッ

サ

ー

ジ 

集

会

室

の

抽

選 

６
月
号
は
５
月
２５
日
発
行
予
定 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中
止
や
延

期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電
話
で
確
認

く
だ
さ
い
。 

え
ご
た
地
域
ニ
ュ
ー
ス
を
一
緒
に
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
☎
本
誌
１
面 

 


